
136 第 2章 図形と方程式

えずに
,

α(″ 一″o)+b(ッ ーυo)=0
と表すとよい。同じように,直線 α″十 bν tt C=0と 平行である直線を考える場合も″

クの係数を変えずに,

α″十 by tt c′ =0

のようにおいて考えるとよい.

2°  平行条件の考え方 (ベ クトルの知識が必要 )
直線 ιl,72の 方程式が ,

Jl:α l″ 十 ιlν tt cl=0, :2:α 2″ 十 み2ν tt C2=0

であるとする このとと 酬 亀罐 線ベクロИま戒 =(1),酬 ら罐 線ベクト

Иれ =(%)であるか呪

Jl〃72~戒〃戒
と考えて,戒 と高が平行になるための条件

言〃磁_α l:α2=ι l:b2
-α lb2~α2bl=0

が ιlと J2が平行になるための条件であると考えてもよい

垂直条件

2直線

Jl:α lχ +鈍ν tt Cl=0
J2:α2"十 b2ν tt C2=0

が垂直になる条件は,ι l,ι 2が
"軸
およびν軸と平行でないときは,2つの直線の傾き

の積が-1になることであつたから,blキ 0かつb2キ 0のとき

◇

」

12直線が垂直になるための条
2直線

αl″ 十 blν +61
α2″ 十わ2ν tt C2

が垂直になるための必要十分

αla2-+b■ b2==(

である.

垂直な直線の方程式について

直線 α″+わν tt c=0に垂直で点 (■'‐

b(″ ―″o)一 α(ν ―υo)三 o

のように表すことができる.これは,元「
を入れ換えて, どちらかの係数を -1倍
と垂直な直線の方程式を考える場合も

b″ 一αν tt c′ =0
とおいて考えるとよい。

23 垂直条件の考え方 (ベクトルの知il―

直線 ιl,12の 方程式がそれぞれ ,

ιl:α lχ tt blν tt Cl=0)`2:′

であるとする.こ のとき,ι lの法線べ
'

t=(寵
)で
あることから,

→  →
ιl⊥ι2 ⇔ ηl上η2

`考
えて,言 と磁が垂直になるた二

戒上高⇔ 言戒=0
⇔ αlα2+bl ι2=:

`Wlと
J2が垂直になるための条件で「

である.

とな |).

12「」ぇば み1=0の ときは 71は υ
Oであるが.それ |ま .ら 1=oの とき

b2=0の場合でも成 り立つ12

軸に平行な直線になる。したがって,これに垂直なι2の傾きは
αlキ oと なるので,α lα2+bl b2=0よ りα2=0が得られる.
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